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本日のテーマ
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 第１章、第３章については、第８回委員会までの意見を集約の上、内容の見直しを行いました。

 本日のテーマは、第１章、第３章の見直し内容 及び２章（市街化調整区域）の見直しについてです。
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スケジュール（第７回資料 再掲）

R7～

第１章 全体方針

市街化区域

市街化調整区域

第２章 分野別方針

市街化区域

市街化調整区域

第３章 実現化方策

（仮称）柿木・青柳
エリアグランドデザイン

市街化調整区域生物調査 春季調査
（5月）
済

夏季調査
（6～8月）
済

秋季調査
（10月）
済

冬季調査
（12～2月）

10月完成予定

修正（案）の
再確認 素案の完成

修正（案）の
再確認 素案の完成

課題の抽出 対応策の検討 素案の完成

課題の抽出 対応策の検討 素案の完成

修正（案）の
再確認 素案の完成
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目次
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1. 振り返り（第２章の見直し内容）

2. 市街化調整区域の現状の整理
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振り返り（第２章の見直し内容）
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 第２章 地区別方針では「地区の現況と課題」、「地域資源」、「市民の主な意見」、「まちづくりの方向性の分析
（SWOT分析）」を整理して「まちづくりの方針」を定めています。

 今回の見直しでは、将来人口や世帯数等の基礎データの更新を行うとともに、第１章の変更内容に合わせて、関連の
ある項目を修正します。

 草加安行地区や草加川柳地区（市街化調整区域）は、基盤整備が完了するなど地域の変化が大きい地区については、
地区別懇談会を開催し、そこでいただいた意見等を踏まえて方針内容を見直します。

 特に草加川柳地区（市街化調整区域）は、（仮称）柿木・青柳エリアグランドデザインの策定により新たなまちづく
りの将来像が示されるため、その内容を、まちづくりの方針に反映する必要があります。

地区の現況と課題

地域資源 市民の主な意見

まちづくりの方向性の分析
（SWOT分析）

地区別方針
まちづくり方針

地区の現況と課題 地域資源

市民の主な意見まちづくりの方向性の分析
（SWOT分析）

地区別方針
まちづくり方針

基礎データの更新・第１章の変更内容 （仮称）柿木・青柳エリアグランドデザイン
や地区別懇談会などの意見

※ 第５回委員会資料より
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＜機会＞インフラ整備、新たな交通網の整備

 東埼玉道路（国道4号）自動車専用部・蒲生・柿木川戸線（県道）の事業化の決定により、市街化調整区域内の立地
ポテンシャルが高まりつつあります。

参考:国土交通省 関東地方整備局 北首都国道事務所ＨＰ

蒲生・柿木川戸線（県道）

（仮称）
外環八潮
ＰＡ

（仮称）
草加八潮
ＩＣ・ＪＣＴ

東埼玉道路（国道４号）
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＜脅威＞人口減少、少子高齢化、地域活力の低下 など
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 人口減少・少子高齢化の進行

• 人口減少・少子高齢化の進行により、地域コミュニティの減少、地域活力の低下が懸念されます。

• 地域コミュニティの減少等はさらなる人口減少や少子高齢化へつながるため、生活環境の利便性や地域の豊かさの向上が求められ
ます。

 開発圧力の増加・無秩序な土地利用の発生

• 良好な交通インフラがある本地区は開発圧力が高く、資材置場などの青空土地利用や、市街化調整区域内で例外的に開発許可制度
の中で建築が可能な施設もあることから、現状のままでは無秩序な土地利用が発生するおそれがあります。

 生活環境・景観への悪化

• 無秩序な土地利用の発生により、生活環境や景観が悪化する懸念があります。

 営農の困難性

• 農業従事者の高齢化や減少などにより、現状のままでは農地のさらなる減少が見込まれます。



＜強み＞多彩な資源
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■柿木田んぼ ■八条用水 ■そうか公園

●歴史文化
• 既存集落内における寺社仏閣などの歴史文化資源
• 南北を繋ぐ下妻街道、東西を繋ぐ中川の河岸

●自然景観
• 柿木田んぼや中川河畔林、八条用水などの生物多様性の場、既存集落内の屋敷林

●公園・スポーツ
• 市内最大の都市公園であるそうか公園（公園内には多目的運動広場、テニスコート等）、中川河川敷グランド



＜弱み＞農地の減少、土地利用の混在

 都市計画法上開発が認められる施設の立地や駐車場、資材置場など建築を伴わない土地利用転換の増加などにより、
土地利用の混在が進行しています。
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参考:都市計画基礎調査より



市街化調整区域の土地利用の変遷①
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H19
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出典:国土地理院ホームページ（H5、H19、H25）



市街化調整区域の現状の整理
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 生活の場である既存集落が南北の道路で分断されており、地域の資源である自然環境も点在していることから、地域
の強みを有効活用できておらず、地域価値の向上に寄与できていません。

既存集落 そうか公園

中川
既存集落

八条用水 少子・高齢化

営農環境の悪化

景観の悪化

農地

新たな交通網

インフラ整備

地域資源
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市街化調整区域のまちづくりの方向性
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 点在する自然環境などの地域資源をつなぐことで、生物多様性の保全や気候変動への対応、地域価値の向上に貢献す
るとともに、地域資源と既存集落を結びつけることができます。これにより、既存集落の活性化が進み、地域全体の
魅力が向上するため、不適切な土地利用の抑制にもつながります。

 そのため、各地区の特性に応じたメリハリのある土地利用のコントロールが求められます。また、地区間の連携と相
互補完を通じて、市街化調整区域全体の地域価値と魅力の向上を目指します。

環境への配慮 …保全すべきものを保全する方策

地域資源の最適化…安全を前提とした地域の振興、シナジーの形成

地域価値の向上 …未来の既存集落のためのまちづくりの在り方

既存集落における
望ましいまちづくりの検討

官民連携による自然環境保全・
地域価値向上に貢献する

土地利用の検討
そうか公園

農地
八条用水

既存集落

既存集落

中川
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